
JR新幹線

51分
名鉄

５分
名鉄 ▼51分

近鉄
120分

大阪 名古屋

名鉄フェリー ▼40分

名鉄高速船 ▼50分

伊勢湾フェリー ▼55分

名鉄 ▼35分
師崎

河和

中
部
国
際
空
港

鳥羽

JR新幹線
ひかり

85分

バス ▼35分

渥美線

35分

バス
55分 豊

橋
伊
良
湖 三河

田原

田
原
ま
つ
り
会
館

東
京

金山

徒歩
５分

JR東
海
道
新
幹
線

JR
飯田

線

田原市

太 平 洋

伊 勢 湾 三 河 湾

鳥羽

河和

音羽蒲郡IC

三ヶ日IC

三ヶ日JCT

浜松いなさ
JCT

名古屋IC

豊田IC

豊田東JC

四日市JC

浜松西IC

浜松IC

豊川IC

鳳来峡IC

金山
名古屋

豊橋

三河田原

伊良湖

伊勢
湾フ
ェリ
ー

（し
おさ
い海
道）

愛 知 県

静 岡 県

三
重
県

東名高

速
道
路

新東名高速道路

豊橋鉄道
渥美線

JR東海道本線

名鉄本線

中部国際空港

東
海
環
状
自
動
車
道

近
鉄

伊勢湾
岸自動

車道路

東

名阪
自動
車道

名
鉄
常
滑
線

名
鉄
河
和
線

知
多
半
島
道
路

近鉄

三遠南信
自動車道

■お車をご利用の場合

名神・東名高速道路

R151
R259

▼30分

R23・R259

▼30分

R42 ▼30分

R259 ▼30分

R42 ▼30分 R1・R42 ▼50分

R259 ▼30分
豊橋田原伊良湖

大阪
名古屋

静岡
東京浜松

I.C

豊川
I.C

音羽
蒲郡I.C

東
名
高
速
道
路

〒441-3421 愛知県田原市田原町稗田17番地　
TEL.0531-22-7337

愛知県・田原市役所
商工観光課
渥美半島観光ビューロー　 http://www.taharakankou.gr.jp
田原市 http://www.city.tahara.aichi.jp

利用のご案内
◎開館時間̶午前９時～午後５時（入館は４時30分まで）
◎休館日̶毎週月曜日（祝日の場合はその翌日）・年末年始
◎入場料̶無料

■公共交通機関をご利用の場合

城
下
町
文
化
の

粋
を
伝
え
る

山
車

い
き

江
戸
時
代
か
ら
の
伝
統
を
受
け
継
ぐ「
田
原
祭
り
」

田
原
祭
り
の
ル
ー
ツ
を
た
ど
れ
ば
江
戸
時
代
。

熊
野
神
社
の
祭
礼
と
し
て
始
ま
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

明
治
時
代
以
降
、名
古
屋
型
山
車
が
田
原
に
登
場
し
、

い
つ
し
か
精
巧
な
か
ら
く
り
人
形
が
人
々
を
魅
了
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

現
在
で
は
、八
幡
社
・
神
明
社
・
巴
江
神
社
の
祭
り
を

田
原
祭
り
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

た
は
ら
の

     

凧 

三
河
地
方
は
日
本
で
も
有
数
の
伝
統
凧
の
宝
庫
。

こ
こ
田
原
で
も
、
江
戸
時
代
初
期
か
ら
続
く
「
初
凧
」
と
、

江
戸
時
代
後
期
、
庶
民
の
間
で
盛
ん
に
行
わ
れ
た
と
い
う
「
け
ん
か
凧
」
が

現
在
も
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
を
豊
か
に
保
持
し
、
大
空
に
舞
い
揚
が
っ
て
い
ま
す
。

田
原
凧
の
特
徴
は
、
横
長
で
、
縦
に
た
っ
た
2
本
、
つ
り
あ
い
を

調
整
す
る
た
め
の
糸
目
が
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

こ
の
一
見
不
安
定
な
構
造
が
、
田
原
凧
の
縦
横
無
尽
な
動
き
を
可
能
に
し
て
い
ま
す
。

縦
横
無
尽
に

舞
い
上
が
る

伝
統
と
個
性
あ
ふ
れ
る
、「
初
凧
」「
け
ん
か
凧
」

田原市博物館 晩田

新清谷
〒田原
郵便局

田原城跡●
崋山神社●

田原市役所
●

至豊橋

●
道の駅

めっくんはうす

G.S.
●

至伊
良湖

東赤石

豊島北
船倉橋東

豊島東

郷仲

豊島

大坪

豊橋鉄道渥美線

Access

〒441-3492
愛知県田原市田原町南番場30番地1
TEL.0531-23-3522   FAX.0531-22-3817

●開催日・開催場所 ●内容

■田原祭り・田原凧まつりスケジュール

子供の立身出世を願い祝い凧を揚げたのが始まり
とされ、「初凧」と呼ばれる鮮やかな凧が大空を舞い
ます。
「初凧」は田原市の無形民俗文化財。

５月第４土曜日
トヨタ自動車株式会社
厚生センター

赤組と青組に分かれ、互いに離れた場所から凧を
揚げてお互いに糸を切りあう「けんか凧合戦」。上下
左右にと巧みに凧を操る凧師の腕前が見所です。
「けんか凧合戦」は、田原市の無形民俗文化財。

５月第４日曜日

９月、敬老の日に
最も近い土･日曜日

田原市文化会館
はなのき広場周辺

豪華な山車と、軽快に舞うからくり人形、そして最
終日の勇壮な手筒花火・花火大会が見所。
３台の山車とからくり人形は、田原市の有形民俗文
化財。田原市内

田原凧まつり
（初凧祈願祭）

田原凧まつり
（けんか凧合戦）

田 原 祭 り

名
鉄
フ
ェ
リ
ー

名
鉄
高
速
船



●
名
称

―
神
功
皇
后
車

明
治
29
年（
1
8
9
6
）に
新
調
さ
れ
た
本
町
の
山

車
は
、名
古
屋
の
一
流
職
人
を
総
動
員
し
て
造
り

あ
げ
た
も
の
で
、山
車
造
り
の
名
人
と
も
い
わ
れ

る
お
祭
り
棟
九
郎（
森
藤
九
郎
）が
山
車
を
造
り
、

か
ら
く
り
人
形
は
六
代
目
玉
屋
庄
兵
衛
の
作
。神

功
皇
后
と
武
内
宿
禰
の
新
羅
討
伐
の
逸
話「
魚

釣
り
人
形
」を
参
考
に
し
た
と
さ
れ
、囃
子
に
あ

わ
せ
て
鮎
を
釣
り
上
げ
、喜
ぶ
様
子
を
演
じ
ま

す
。采
振
り
人
形
は
袴
姿
の
男
装
で
、目
元
に
細

工
が
施
さ
れ
て
お
り
、返
り
目
や
舌
出
し
の
様
子

が
ユ
ニ
ー
ク
な
純
和
風
の
か
ら
く
り
人
形
で
す
。

萱
町

山
車

本
町

山
車

新
町

山
車 萱町

［分銅紋］
新町

［抜け九曜紋］
本町

［雪輪紋］

●
名
称

―
應
神
天
皇
車

平
成
15
年（
2
0
0
3
）に
修
復
さ
れ
た
艶
や
か

な
山
車
。こ
の
山
車
は
昭
和
３
年（
1
9
2
8
）

に
新
町
の
町
内
会
が
名
古
屋
の
中
区
の
遊
郭

の
あ
っ
た
町（
常
盤
町
）か
ら
購
入
し
た
も
の

で
す
。大
将
座
に
威
厳
の
あ
る
應
神
天
皇
が

立
ち
、右
前
に
女
官
、前
立
人
形
に
は
唐
子
の

采
振
り
人
形
が
し
つ
ら
え
て
い
ま
す
。唐
子
人

形
の
巧
妙
で
鮮
や
か
な
し
ぐ
さ
は
必
見
で
す
。

❶

❶

❶

❷

❷❷

❸

❸

❸

❶
日
本
武
尊
人
形

❷
総
代
人
形 

❸
巫
女
人
形 

●
か
ら
く
り

　
　
　

人
形

―
❶
神
功
皇
后
人
形

❷
武
内
宿
禰
人
形 

❸
采
振
り
人
形

●
か
ら
く
り

　
　
　

人
形

―
❶
應
神
天
皇
人
形 

❷
女
官
人
形

❸
唐
子
の
采
振
り
人
形

●
か
ら
く
り

　
　
　

人
形

―

田
原
祭
り
の
主
役
と
な
る

３
台
の
山
車

田
原
の「
初
凧
」

硝
子
の
粉
を
ま
ぶ
し

糸
を
切
り
あ
う
け
ん
か
凧

田
原
の

田
原
の
初
凧
は
、
江
戸
時
代
初

期
、
男
の
子
が
生
ま
れ
た
翌
年

の
端
午
の
節
句
に
親
戚
な
ど
か

ら
贈
ら
れ
た
祝
い
凧
を
揚
げ
、

そ
の
子
の
健
や
か
な
成
長
と
家

門
繁
栄
を
願
っ
た
の
が
始
ま
り

で
す
。天
明
３
年
（
1
7
8
3
）

の
文
献
に
「
年
々
凧
が
大
き
く

華
美
に
な
り
、
た
び
た
び
禁
止

令
が
出
た
」
と
記
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
み
て
も
、
凧
揚
げ
が

い
か
に
庶
民
に
愛
さ
れ
、
盛
ん

に
行
わ
れ
て
い
た
の
か
が
わ
か

り
ま
す
。

〝
子
ど
も
が
元
気
に
育
っ
て
、
羽

ば
た
い
て
ほ
し
い
〞
と
い
う

人
々
の
願
い
を
込
め
た
初
凧
は

時
代
が
移
り
変
わ
っ
た
今
も

脈
々
と
受
け
継
が
れ
、
毎
年
５

月
の
第
４
土
曜
日
、
田
原
凧
ま

つ
り
の
初
日
に
は
「
初
凧
祈
願

祭
」を
開
催
。武
者

絵
、歌
舞
伎
絵
な

ど
が
描
か
れ
た

華
や
か
な
初
凧

を
大
空
に
揚

げ
、
家
族
そ

ろ
っ
て
子
ど

も
の
お
祝

い
を
し
ま

す
。

風
薫
る
5
月
の
第
４
土
曜
日
・

日
曜
日
は
、
伝
統
行
事「
田
原
凧

ま
つ
り
」
が
盛
大
に
催
さ
れ
る

日
。「
け
ん
か
凧
合
戦
」
は
２
日

目
の
日
曜
日
に
行
わ
れ
、
約

4
0
の
チ
ー
ム
が
独
自
の
凧
印

（
数
字
や
記
号
）
を
描
い
た
け
ん

か
凧
を
空
高
く
揚
げ
、
糸
を
切

り
あ
う
合
戦
に
熱
中
し
ま
す
。

真
上
か
ら
突
然
襲
い
か
か
る

「
急
降
下
」、
猛
ス
ピ
ー
ド
で
左

右
に
移
動
す
る「
つ
ば
め
返
し
」、

ゆ
っ
く
り
と
様
子
を
う
か
が
い

な
が
ら
接
近
す
る
「
十
八
番
切

り
」な
ど
、
技
と
技
が
ぶ
つ
か
り

あ
う
真
剣
勝
負
の
空
中
戦
は
、

地
元
は
も
と
よ
り
県
外
、
海
外

に
も
そ
の
フ
ァ
ン
を
増
や
し
、

今
で
は
す
っ
か
り
田
原
の
名
物

に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、「
け
ん
か
凧
合
戦
」「
初

凧
」
は
共
に
田
原
市
の
無
形
民

俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま

す
。

子
の
健
や
か
な
成
長
と

家
門
繁
栄
を
願
っ
て

田
原
市
の
城
下
町
文
化
を
伝
え
る
山
車

の
展
示
や
市
の
無
形
民
俗
文
化
財
の
田

原
凧
な
ど
を
中
心
に
、
壮
大
な
ま
つ
り

の
情
景
を
再
現
し
、紹
介
し
て
い
ま
す
。

古
く
か
ら
培
わ
れ
た
、
ま
つ
り
文
化
を

後
生
に
伝
え
る
田
原
市
の
文
化
の
シ
ン

ボ
ル
が
こ
こ
に
あ
り
ま
す
。

け
ん
か
凧
合
戦
を

ジ
オ
ラ
マ
で
再
現

田
原
の
山
車
3
台
の
内

2
台
を
展
示

第１展示室

凧展示室

工房室

凧づくり
教室

麻糸制作室

入口

EVトイレ

和
室

トイレ

EV

吹抜

吹抜

倉庫

EVホール

第２展示室

田
原
凧
の
魅
力
を
リ
ア
ル
に
再
現

田原まつり会館〈入場無料〉

山
車
か
ら
く
り
の

絶
妙
な
動
き
が
観
客
を
魅
了

だ
し

●
名
称

―
総
代
車

明
治
13
年（
1
8
8
0
）新
し
く
建
造
し
た
山

車
で
す
。大
幕
の
正
面
に
は
組
紋
で
あ
る「
分

銅
」、側
面
に
松
葉
、後
面
に
萱
町
の
文
字
が

刺
繍
さ
れ
て
い
ま
す
。前
棚
の
人
形
は
、お
ど

け
た
表
情
で
人
気
が
高
い
の
が
総
代
人
形
。

日
本
武
尊
の
お
供
と
し
て
黒
衣
水
干
姿
で
白

い
御
幣
を
左
右
に
振
り
な
が
ら
厄
払
い
を
し

ま
す
。赤
い
舌
を
ペ
ロ
リ
と
出
す
こ
と
か
ら

「
お
べ
ろ
べ
い
人
形
」と
呼
ば
れ
、親
し
ま
れ
て

い
ま
す
。

ご　

 

へ
い

豪
華
な
屋
台
仕
立
て
の
昼
山
車

は
、
新
町
・
本
町
・
萱
町
が
一

台
ず
つ
保
有
し
て
い
ま
す
。

田
原
の
山
車
は
、
宝
暦
七
年（
一

七
五
七
）
八
月
に
当
時
の
本
町

内
の
上
り
町
・
横
町
・
中
町
が

申
し
合
わ
せ
、
合
同
で
田
原
藩

の
浅
黄
無
紋
の
横
幕
・
天
幕
を

借
用
し
車
を
仕
立
て
た
こ
と
が

始
ま
り
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、山
車
は
、二
層
唐
破
風
屋

形
四
輪
の
名
古
屋
型
と
呼
ば
れ

る
も
の
で
す
。

ひ
る  

や   

ま

あ
さ  

ぎ  

む  

も
ん

に　
そ
う
か
ら 

は 

ふ
う  

や

か
た

唸
り
が
降
り
そ
そ
ぐ

大
迫
力
！    

宙
の
ガ
チ
ン
コ
勝
負

お
お
ぞ
ら

城
下
町
、田
原
で
つ
ち
か
わ
れ
た

「
ま
つ
り
」文
化
。

田原の
「まつり文化」に
出会う。




